
名

詞
の

意

味
の

記

述

法
に

つ

い

て

語
の
意
味
と、
そ
の
あ
ら
わ
れ

誇
の
意
味
に
原
義
と
転
義
を
区
別
す
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る 。
原
義
は
最
も

内
奥 、
中
核
に
あ
る
意
味
と
し
て 、
た
だ一
つ
あ
り 、
転
義
は
移
り
行
く

末
端

の
意
味
と
し
て 、
い
く
つ
も
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。
だ
か
ら 、
語
に
原
義

と
転
義
を
考
え
る
と
と
は 、
語
を
内
か
ら
外へ
と
い
う
方
向
で
構
造
的
に
と
ら

え
る
と
と
で
あ
る 。
そ
う
し
て 、
そ
の
方
向
は 、
同
時
に
時
間
的
に
た
ど
ら
れ

る 。
原
義
と
転
義
を
区
別
す
る
立
場
は 、
適
時
的
な
立
四初
で
あ
る 。

乙
れ
に
対
し
て 、
語
の
意
味
を
共
時
的
な
立
場
か
ら 、
構
造
と
し
て
と
ら
え

る
こ
と
も
で
き
る 。
同
じ
く

共
時
的
と
い
っ
て
も 、
そ
の
立
場
は
い
ろ
い
ろ
に

設
定
す
る
ζ
と
が
で
き
る 。
例
え
ば 、
よ
く

使
わ
れ
る
意
味
と
滅
多
に
使
わ
れ

な
い
意
味
と
を
区
別
す
る
と
い
う
立
場
で
構
造
化
を
試
み
る
と
と
も
で
き
る 。

そ
の
立
場
は
単
な
る
量
的
関
心
に
従っ
た
立
場
の
よ
う
だ
が 、
「
よ
く

使
わ
れ

る」
と
い
う
と
と
の
中
に
「
ど
う
い
う
方
面
で」
と
い
う
情
報
を
加
味
す
れ

ば 、
十
分
質
的
な
厚
み
を
も
っ
構
造
化
が
考
え
ら
れ
る 。
国
立
国
語
研
究
所
が

行
なっ
て
い
る
大
規
模
な
語
梁
調
査
は 、
こ
の
よ
う
な 、
語
の
意
味
の
構
造
的

記
述
に
役
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
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ま
た 、
心
理
学
者
が
試
み
る
セ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク・
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ

ル
の

方
法
は 、
あ
る
社
会
集
団
の
中
に
成
立
し
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
意
味
を 、
で
き

る
だ
け一
般
的
な
要
素
に
分
解
し
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る 。

乙
乙
で
私
が
試
み
る
の
は 、
一
種
の
論
理
的
構
造
の
探
求
で
あ
る 。
語
の
窓

味
に 、
本
質
的
な
部
分
と
現
象
的
な
部
分
と
が
あ
る
と
考
え
る 。
私
は
仏
教
の

乙
と
を
よ
く
知
ら
な
い
が 、
仏
様
に
権
現
と
い
う
の
が
あ
る 。
本
尊
は
測
り
知

る
べ
か
ら
ざ
る
深
く

大
き
い 、
そ
し
て
平
穏
な
存
在
で
あ
る
仏
が 、
凡
夫
に

も 、
す
ぐ
そ
れ
と
わ
か
る
権
威
の
姿
で
現
わ
れ
た
も
の
が
権
現
で
あ
る
と 、
私

は
理
解
し
て
い
る 。
乙
の 、
本
尊
と
権
現
と
の
関
係
に 、
私
は
大
変
興
味
を
も

っ 。
ζ
と
ば
の
意
味
に
も 、
本
尊
的
な
面
と
権
現
的
な
面
と
が
あ
る
と
思
う 。

私
た
ち
が
ふ
だ
ん
何
気
な
く
ζ
と
ば
を
使
う
と
き 、
そ
の
つ
ど 、
文
脈
の
中
で

乙
と
ば
の
窓
味
は
権
現
し
て
い
る 。
そ
し
て 、
あ
ら
た
め
て
「
乙
の
語
の
意
味

は
?」
と
考
え
る
と
き 、
私
た
ち
は
本
尊
の
意
味
に
直
面
す
る
の
だ
が 、
い
ざ

直
面
す
る
と 、
何
事
の
お
わ
し
ま
す
か
は
知
ら
ぬ
幽
玄
な
存
在
に
見
え
て
き

て 、
た
い
て
い 、
わ
け
が
わ
か
ら
な
く
な
る 。
わ
か
ら
な
く
て
も 、
意
味
の
本

尊
は 、
た
し
か
に
あ
る
は
ず
で
あ
る 。

語
の
意
味
を
記
述
す
る
と
き 、
直
ち
に
そ
の
語
の
本
質
的
意
味
に
迫
ろ
う
と



名詞の:G!:味の記述法について

す
る
の
は
性
急
で
あ
る 。
そ
ζ
で 、
本
質
的
で
あ
ろ
う
が
現
象
的
で
あ
ろ
う
が

区
別
な
く 、
あ
る
だ
け
の
意
味
は
み
な
並べ
て
書
く
と
い
う
ζ
と
も
あ
り
う

る 。
現
に
多
く
の
辞
書
が
そ
の
よ
う
に
し
て
い
る
し 、
本
質
的
か
現
象
的
か
の

判
定
に
主
観
を
さ
し
は
さ
む
よ
り
は 、

並べ
た
だ
け
の
方
が
科
学
的
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い 。
し
か
し 、
私
は 、
そ
乙
を
で
き
る
だ
け
区
別
し
て
み
た
い 。

実
例
で
考
え
よ
う 。
経
費
が
予
算
の
わ
く
を
オ
ー

バ
ー
し
た
と
き
に
「
足
が

出
た」
と
い
う 。
ζ
う
い
う
「
足」
の
意
味
を 、
辞
書
が
ど
う
書
い
て
い
る

か 、
手
元
に
あ
る
二 、
三
の
辞
書
を
見
る 。

三
省
堂
国
語
辞
典
に
は
「
@
〔
脚〕
か
ら
だ
全
体
を
さ
さ
え
た
り 、
そ
れ
を

使っ
て
か
ら
だ
を
進
ま
せ
た
り
す
る
部
分 。」
を
先
頭
に 、
十
四
項
目
の
意
味

が
列
記
し
て
あ
る
十
番
目
に

@
不
足 。
「
1

が
出
る」

と
し
る
し
で
あ
る 。

広
辞
苑
に
は 、
「
①
動
物
の
下
肢 。
立
ち
ま
た
は
歩
行
の
用
を
な
す
も
の 。」

以
下
十
六
項
目
の
解
説
が
あ
り 、
十
五
番
目
に

⑮
〔
経〕
売
買
取
引
上
の
不
足
金
ま
た
は
相
場
の
変
動
の
跡 。

と
あ
り 、
語
義
と
は
別
に
なっ
て
い
る
成
句
解
説
の
中
に

ー
が
出
る

①
予
算
が
超
過
す
る 。
不
足
す
る 。
相
場
な
ど
で
損
が
出
る 。

②
隠
し
た
こ
と
が
あ
ら
わ
れ
る 。

ー
を
出
す

①
予
算
ま
た
は
収
入
以
上
使っ
て
足
り
な
く
す
る 。
②
隠
し
ご

と
を
し
く
じ
る 。

と
い
う
記
述
が
あ
る 。

岩
波
国
語
辞
典
を
見
る
と 、
全
体
で
五
項
目
し
か
あ
がっ
て
い
な
い
が 、
あ

る
項
目
の
も
と
に
は 、
く
わ
し
い
下
位
区
分
が
あ
る 。
例
え
ば
「
③
歩
く
こ

と 。
ま
た
そ
の
よ
う
に
動
く
と
と」
の
中
が
「
@
あ
ゆ
み」
「
@
訪
れ
る
た
め

に
行
く

(
来
る)
乙
と」
「
の
足
ど
り」
の
三
つ
に
分
れ
て
い
る 。
そ
し
て 、

問
題
の
部
分
は
第一
項
目
の
中
に
含
ま
れ
て 、

①
動
物
の
胴
か
ら
下
に
分
か
れ
出
て
い
る
部
分 。
か
ら
だ
を
さ
さ
え 、
ま
た

歩
く
の
に
使
う 。
特
に 、
人
閣
の
足
首
か
ら
下 。
「
ー

の
哀」
「
ー

を
洗
う」

「
ー

を
奪
わ
れ
る」
(
ス
ト・

事
故
な
ど
で
交
通
機
関
が
止
ま
る)
「
ー

を
出

す」
(
払
うべ
き
金
銭
が
不
足
す
る 。
損
を
す
る 。
ま
た 、
隠
し

事
が
あ
ら

わ
れ
る)
「
ー

が
出
る」
(
向
上)

の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る 。

私
は
乙
乙
で
辞
書
の
批
評
を
す
る
つ
も
り
は
な
い 。
批
評
を
す
る
の
な
ら 、

た
く
さ
ん
の
辞
書
の
多
く
の
項
目
を
比べ
な
け
れ
ば
い
け
な
い 。
乙
乙
で
は 、

た
ま
た
ま
自
に
触
れ
た
も
の
を 、
私
の
議
論
の
材
料
に
使
う
だ
け
で
あ
る 。

三
辞
書
の
こ
の
箇
所
の
記
述
の
し
か
た
に
は 、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
が
あ
る 。

三
省
堂
国
語
の
は 、
で
き
る
だ
け
簡
明
に
語
義
を
並
列
し
て
し
まっ
て 、
慣
用
句

を
各
項
目
に
所
属
さ
せ
て
い
る 。
広
辞
苑
で
は 、
項
目
の
並べ
方
は
三
省
堂
の

場
合
と
同
じ
よ
う
だ
が 、
成
句
が
別
に
立
て
て
あ
る
所
が
ち
が
う 。
広
辞
苑
で

も「
日
の
|」「

雲
の
|」

の
よ
う
な
簡
単
な
慣
用
句
は
項
目
の
中
に
入
れ
て
あ

る
が 、
古
典
か
ら
例
文
が
引
用
で
き
る
よ
う
な
成
句
は
別
に
し
て
あ
る 。
熟
語・

述
語・
慣
用
句
の
類
を
語
義
の
項
目
に
所
属
さ
せ
る
か 、
別
に
立
て
る
か
は 、
国

語
辞
書・
外
国
語
辞
書
の
全
般
を
通
じ
て
常
に
問
題
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う 。

意
味
の
系
統
か
ら
考
え
れ
ば 、
項
目へ
入
れ
るべ
き
だ
し 、
検
索
の
使
を
考
え

れ
ば 、
別
に
ま
と
め
で
あっ
た
方
が
よ
い 。
岩
波
国
語
の
記
述
法
は 、
大
い
に

意
味
の
系
統
を
考
え
た
も
の
ら
し
く 、
な
るべ
く

根
本
の
意
味
に
ま
で
さ
か
の

ぼっ
て
抽
象
的
に
本
義
を
と
ら
え 、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
と
思
わ
れ
る
意
味
を

下
位
に
列
記
し
て 、
慣
用
勾
を
そ
乙
へ
入
れ
て
い
る 。

ζ
の
三
つ
の
態
度
の
う
ち
で 、
意
味
の
記
述
と
い
う
点
か
ら
考
え
て 、
私
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は、
岩波国語の態度に 、
いちばん親しみをもっ 。
しかし 、
そ乙には

また 、
本義をなるべ
く少なく括ろうと
したた
めの無理もあるよう

だ 。「足が出る」
を
「胴から下に
分かれ出ている部分」
という根本

義の中に位置させたのには全く賛成するが 、
同時にその項目の中に

「からだをささえ 、
また歩くのに使う」
とい
う関係のない根本義も

しるしてあるのには賛成できない 。

三省堂国語のように 、
十番目の
項目に「不足」
と簡明に苦いであ

るのは、
確かにわかりやすいにはちがい
ないが 、
「足」
にどうして

「不足」
の意味を生じたのかは、
乙れではわか
らない 。
本当にわか

らないととなら 、
わかるように錯覚させては罪Kなろうが 、
わかっ

てもよいととなら 、
わかるように配列したが親切であろう 。

乙の場合 、「不足」
というのは現象的な意味であっ
て
(それも本

当は「不足」
よりも「超過」
がよい 。
広辞苑参照 。)
そ
れ
は
本質的

意味の一
部である「本体からはみ出た部分」
という意味から由来し

たものと 、
私は恩う 。
(もし 、
適時的考証によっ
て 、
乙の由来説が

違う乙とがわかれば 、
ζの例については、
乙の論は正しくないとと

になるが 、
それは本稿の主回自には関係ない 。)

岩波国語の記述は、
乙の本質的意味と現象的意味の区別を考慮し

ているように恩われるが 、
私の
考える本質的意味は、
もっ
と元索的

なものである 。
その点で 、
セマンテッ
ク・
ディファレンシヤルにも

通じるものがあるが 、
あれほどの一
般化はしない 。

試みに「あし」
という諮の意味を 、
私のやり方で 、
かつ一
般辞書

の方式にならっ
て記述すれば 、
次のようになる 。

①
人体の胴より下の部分

ω
腰から下全部 、
特に
しり
かとす
か。
漢字
「脚」
を
当て
る 。

「あしが長い・
短かい」

ω
くるぶしから先端まで 。

漢字「足」
を当て
る 。
「
剖Uが大

きい・
小さい」

「剖リの裏」

「剖υに合う靴」

ω
脚と足を区別しない全体 。「
剖Uで蹴る」

川開
腰から出て二本あるもの 。「
剖リを広げる・
すぽめる」

@
動くもの 。
動くためのもの 。「
の手周となる」「通勤者の

制Uを
寧つ」

①
動き 。
動くとと 。「あしが早い」(走る速度がはやいととが本

義で 、
比愉的に 、
食物のくさりやすいとと 、
商品がよく売れる

ととなどにいう 。)
「雨足が早い」

④
ささえるもの 。「
剖Uが丈夫だ」「机・
椅子

の剖υ」

⑤
本体からはみ出たもの 。

「剖リが出る」

「利引
を
出す」
(費用

が予定のわくを越えるζと 。)

⑤
地面についているもの 。
立つ
所 。「

剖U場」「
制叫の踏み場も

ない」「あしが地につい
ている」
「あし元を見すかす」「あし元

が明るいうちに帰る」

⑦
ある物事に接触し 、
密接な関係に
あ
るとと 。
「
:

からあし

を洗う」「あしがつく」

⑨
本体から下に登れたもの 。「えりあし」「雨のあし」

(備考)
付人間のあしを基本とし 、
↓動物↓一

般物体 、
のように

使用範囲が広がる 。
口
「足」
と
「脚」
で
は
連想価がかなり異な

る 。
どちらかといえば「足」
は実質的連想を
もち 、
「脚」
は審美

的連想をもっととが多いようだ 。
特に若い女性の関では「脚」
は

全身のスタイルを象徴するらしい 。
同価値観を伴うζとも多い 。
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「足げにする」「足元にも及ばない」
など 、
「下部」
の意味をもっ

ときはマイナス価値が多く 、「足が地についている」「足元を固め

る」
など 、
ささえる意味をもっときはプラス価値が多い 。

意
味
記
述
の
方
法

名詞の意味の記述法について

語が実際の文脈の中に用いら
れたのが 、
各語の
権現した
姿であ

る 。
われわれの自に見え 、
耳に問乙えるのは、
すべ
て権現像だけで

あり、
本尊は、
その奥にあるであろうと推定するだけである 。
だか

ら 、
語の意味は、
たくさんの用例を集めなければ記述できない 。
意

味の記述を正しくするためにも、
国立国語研究所が行なっ
ているよ

うな大規模な語業調査が 、
どうしても必要である 。

だが 、
実際の用例がなければ意味の記述はできないかというと 、

そうでもないと私は思う 。
用例は、
さがすばかりでなく 、
作るとと

もできる 。
よく 、
辞書や文法書の用例が作っ
たものだと言っ
て極力

攻撃する人があるけれども、
私は作っ
たものがみないけないとは恩

わない 。
作られるべ
き必然性をもち 、
作り方の原理に従っ
て作られ

たものなら 、
さしっかえないと思う 。
その 、
作り方の原理をさぐっ

てみたい 。
体言と用言と辞とが 、
相互にパートナーとして何を求めるかを考

えるととによっ
て 、
ある語がある文脈の中に権現した姿を手っ
取り

早くとらえるととができる 。
例えば「水を流す」
は勾として一
つの

意味(状況)
を表わしているだけだが 、
乙の
句に表われた意味の中

に 、
「水」「を」「流す」
三語それぞれの意味の実現を見る乙
とがで

きる 。「水」
は「液体であり」「流せば流れるものである」
乙とを本

体とし 、
その実現がことにある 。「流す」
は「液体をか乙
みや容器

の
制限から解放して 、
自然にまかせる」
乙とを本体とし 、
その怠

味が実現している 。「を」
の乙とは言うまでもない 。
その
「を」
を

「に」
に変えて「水に読す」
というと 、「水」
の意味の現われ方がち

がっ
てくる 。
乙の場合の「水」
は溝や川を流れて二度と戻っ
て来な

いものを意味し 、
かっ 、
無色透明で何のくせももたない
存在をも意

味しているようだ 。
そうして 、
乙の場合の「流す」
には、
前の場合

よりも、
流し込む先へ
の意識が働いている 。
そう思っ
て「流す」
の

意味を考えると 、
なるほど 、
野放図に流す場合もあり、
導いて流す

場合もあり、
「流す」
にそれぞ
れの語感がともっ
ているζとが認め

られる 。
また「岩を流す」「家を流す」
な
どの
句を作っ
てみると 、

「流す」
の中に非常なカ感がともる場合があるととがわかる 。

日本語の辞は、
体言と用言とをつなげて 、
さまざまな意味の様相

を現わし出してくれる便利なもの
で
ある 。
辞のと
の
性質を利用し

て 、
まず 、
体言につき用例を作り、
各用例の現象的意味から本質的

意味をさぐっ
てみる 。
辞のつ
け方を次のように体系化し 、
各辞の性

格により、
体言の
表わす意味の類型を「層」
と名づけてみる 。

A 、
本質層
問題語をXとし 、「Xは
|| 。」という文を作る 。「
||」

はなるべ
く用言一

語とする 。
乙とで作られる用例は、
辞書や教科

書で無理に定義づける場合のほかは、
現実の文脈にはほどんど現

われない
種類のものになる 。
また 、
乙の層の用例は、
空には作る

乙とがむずかしい 。
他層の用例を作ってから 、
その奥にひそむ意

味として 、
作為的に引き出すものである 。
論理的には最初に置か

れるが 、
作り方の手順では最後となる 。

B
属性層
ある場合 、
本質層とあまり区別がないが 、
本質庖では

汎称的なものを求めるのに対して 、
属性層は特称的な意妹を求め

る 。
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ω
「
X
が

|| 。」
を
作
る 、
位
置
を
逆
転
す
れ
ば
「
ーー

な
X」
で
連
休

修
飾
語
に
な
る
用
言
を
求
め
る 。

ω
「
X
よ
り
ll 。」

を
作
る 。
形
容
詞・
形
容
動
詞
的
な
も
の
が
来
る 。

ω
「
X
の

l!と
を
作
る 。
体
言
が
来
る 。

C

交
渉
層
X
を
対
象
(
目
的)
と
す
る
人
間
そ
の
他
の
も
の
の
行
為
を
怠

味
す
る
層 。
X
に
「
を」
「
に」
「へ」
「
で」
「
と」
「
か
ら」
な
ど
の
格
助

詞
を
つ
け 、
乙
れ
を
受
け
る
動
詞
を
求
め
る 。

D

比
喰
層
X
が
何
か
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
る
と
き
の
意
味
の
集
ま

り 。
「
X
の
よ
う
な

||」
の
体
言 、
及
び
「
X
の
よ
う
に

||」
の
用
言

を
求
め
る 。

E

応
用
膚
「
||

の
X」
の
「
||」

に
当
た
る
体
言
を
求
め
る
と 、
x

が
何
か
の
状
態
に
お
い
て
存
在
す
る 、
現
実
の
姿
が
見
出
さ
れ
る 。

F

対
比
層
並
列
の
格
劫
詞
「
と」
を
用
い
て
「
X
と

||」
「

ーー
と
X」

の
よ
う
に 、
X
に
対
比
さ
れ
る
概
念
を
求
め
る 。

以
上
六
層
は
助
詞
を
介
し
て
用
言
と
の
関
係
を
作
り
出
す
も
の
で
あ
る 。
と

の
ほ
か
に 、
別
の
方
法
で 、
次
の
各
局
を
設
定
し
て
み
る 。

G

価
値
層
形
式
的
な
手
続
き
は
な
い 。
各
用
例
の
中
か
ら 、
価
値
観
の
い

ち
じ
る
し
く
乙
もっ
た
も
の
を
抜
き
出
し
て 、
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
と
に
分

け 、
価
値
の
質
を
記
述
す
る 。

H

結
合
層
X
が
他
語
と
結
合
し
て
別
の
誇
と
な
る
と
き 、
他
の
各
府
の
中

の
ど
の
意
味
が
生
か
さ
れ
る
か
を
記
述
す
る 。

以
下
は
X
を
離
れ
て
X
を
考
察
す
る 。

-

関
連
層
X
の
意
味
と
密
接
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
意
味
を
表
わ
す
他
語

を
系
列
的
に
さ
ぐ
る 。
乙
れ
は
類
義
語
集
と
な
る 。

潜
在
層
X
の
存
在
や
働
き
を
不
可
欠
条
件
と
す
る
事
態 、
す
な
わ
ち 、

J 

Y
の
中
K
X
が
潜
在
し
て
い
る
よ
う
な
Y
を
求
め
る 。

K

変
異
国眉
乙
れ
は 、
X
と
同
根
の
語Y
が
あ
る
場
合
に
限
り 、
WA
の
用
法

を
求
め 、
X
の
意
味
に
関
す
る
情
報
の
補
い
と
す
る 。

例
誇
「
み
ず
(
水)」
に
よ
る
記
述

A

本
質
層

1

水
は
液
体
で
あ
る 。

2

水
は
冷
た
い 。

3

水
は
色
が
な
い 。

4

水
は
透
明
で 、
汚
れ
が
な
い 。

5

水
は
味
が
な
い 。

6

水
は
に
お
い
が
な
い 。

7

水
は
表
面
が
平
ら
で
滑
ら
か
で
あ
る 。

8

水
は
き
まっ
た
形
が
な
く 、
ど
の
よ
う
な
形
に
で
も
な
る 。

9

水
は
表
面
が
物
の
形
を
映
す 。

日

水
は
生
命
を
支
え
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る o

u

水
は
無
限
に
あ
り 、
容
易
に
得
ら
れ
る 。

ロ

水
は
静
か
で
あ
る 。

口

水
は
低
い
所へ
行
く 。

日

水
は
力
を
もっ 。

山崎

水
は
火
を
消
す 。

M

水
は
生
命
を
奪
う o

MM

水
は
重
み
を
もっ 。

日

水
は
動
く 。

却

水
は
し
め
り
気
を
与
え
る 。

白

水
は
動
か
な
い 。

幻

水
は
汚
れ
を
落
と
す 。

前
述
の
よ
う
に 、
と
れ
ら
れ
項
目
は
最
初
に
作っ
た
も
の
で
は
な
く 、
他
局

の
用
例
か
ら
抽
象
し
て
最
後
に
作っ
た
も
の
で
あ
る 。
水
と
い
う
物
質
の
説
明

で
あ
れ
ば 、
「
無
色
透
明
無
味
無
臭
の
液
体」
と
い
う
よ
う
に 、
い
く
つ
か
の

項
目
を
合
わ
せ
て
言っ
た
方
が
い
い
が 、
そ
れ
を
合
わ
せ
な
い
で 、
一
要
素
ど
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とに独立させた所にものではなくことばの意味の記述たるゆえんが

ある 。
また 、
ωとu 、
日と日のように互いに矛盾した項目もあるが

意味の他面性にとっては、
それは矛盾でも何でもない 。

以下の屈の各用例の下に(川)のように示したのは、
その用例が本

質層のその番号の項目の意味の権現したものであるととを示す 。

B 
属
性
層

ω
水が
ーーする
、
-F円un，.，F

水が流れる一 111一

r
A
A
A」、pnu，F

水がよどむ 、
たまる一心)〔↓水たまり〕(注)↓は複合語への

発展を示す 。

2 3 
水一が垂れる 、
したたる(
山)

水があふれる(M)

水が
潟(洩)る( 8げ)
f
A
A~
 

水が浸みる 、
にじむ(M)

水が湧く(
仙)〔↓湧き水〕

水が治れる(
鎚)

水が澄む(似)

水がにどる(M)
、の品〆

水が
出る一川}〔S出水〕
(注)Sは異なる語種の語で作られる

相当語を一示す 。

4 5 6 

名詞の意味の記述法について

7 8 9 10 11 ロ
水が引く(
日)

・
ω
水より
ll

l 

7.1< 水 水よ よ より り り濃 重 冷
b、 し、 Tこ

ZZ J ム:、
て示包

品Aï9
は
7Jくよりも
浪

(注)
円サは連語へ
の

発展を示す 。

2 3 
ω
水の
||

1
水の面(M)〔皐水面 、〈変〉みなも〕(注)〈変〉
は変異一胞を示

す 。

水の音(
問)↓水車白

水の色(M)、内O
RU〆

水の勢、一11一〔S水勢〕

Lf
A
A」

、内3〆

水の力一川一〔S水力〕

水の上 、
水の中一 17一〔皐水上 、
水中〕

!

f
A
A」

、phunt〆

水の流れ
訂um)〔皐流水〕

乙のような用例はまだいくらでも作れる 。
それに従って本質層の項

目もふ・える 、
ただし 、「水がある」
というような
例は、
確かに作れ

るが殆んど情報量をもたない 。「ある」
とい
う勤詞は「が」
を介し

てあらゆる名詞を受けとめ得るからである 。

C

交
渉
層

ω
水を
ーーする
、!L
''
't
nU〆

水を欽む一 ];41一〔↓飲み水

f
A
A
A
A』

水を汲む 、
すくう(川)

、lLn3d'

水をかける一 11一
r
A
A」

2 

-・水声

3 4 5 6 7 

4飲料水〕

2 
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、ー
L
3
'

一 11一〔↓水かき〕

f
A
A」

水をくぐる(MM)

水をかぶる(川仰肘)〔↓水かぶり〕

、
Ill・
AHV

・
、，
J

水を切る一 142t一〔↓水切り
G水切りがいい〕

f
A
A
B」

、1
・
AHV
〆

水を含む一 j2一〔畢合水||〕

F
A
A」

水を流す(引)〔皐排水〕

水を通す(引)〔S通水〕

水を注ぐ(引)〔皐注水〕

ロ
水を引く(引)〔nサ固に
水を引く
n義一が
回に水を
くS我図引

水〕

、
lL

nu
ヴ'
〆

3
水を配る一 111一〔S給水 、
送水 、
配水l〕

f
B
A
A」

、
氏v
'a
〆

水をためる一川町)〔皐貯水〕

水をせく 、
せき止める(引回)

、
lL

f・5
qd

〆

水を浴びる一 1411一〔↓水あび〕

f
A
A
A』

水を泳ぐ(M)〔↓水泳ぎ皐水泳〕

水を張る(MM)

水をたたえる
お)

、
，F
〆

、
nO
〆

水を渡る〔風が水を渡る一いんて
舟が水を渡る一剖)〕

、
nu
no
aA官
民d
RU
巧t
〆

水を治める
訂心心幻加川)〔S治水〕

、
のぺυ
aaョ

llL・
，

、.
、，
，

水を防ぐ(川一剖引)〔晶水防nv水防工事〕 。
(
む〔S

防
水
n廿防

4 5 6 7 8 9 10 11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 

水する〕

却
水をさす(M)

M
水を割る

お)〔↓水割り〕

、
i

3
〆

お
水を打つ(いん幻)〔nv水を打っ
たように静まりかえる〕

お
水を向ける(仙)

ω
水に
ーーする

、
L
P

9
〆

1
水に浮く{いん幻剖)

水につく 、
っかる 、

70 

、
l

0

1
〆

つける一 12t一

f
A
A
B」

ひたす(MmM)

、
lL
Au

t'〆

ーに濡れる 、
濡らす一 12t一

F
A
A
B、

水に溶ける 、
溶かす(川)

、
lL
qa
〆

水にもぐる(いん剖)〔S潜水〕

、
lL
aaτ

〆

、
る一 ]1一〔皐入水〕

f
A
A」、BLauτ，F

Zに沈む 、
洗める一 ]1一
f
A
A」

水におぼれる(叫)

水にはまる(州)

U
水に映る 、
映す(川)

ω
水で
1ーする

、
・金
内O
唱AdF

-
水で洗う(しUMM)〔↓水洗いS水洗〕

水で遊
4一 181一〔↓水遊び〕

Jf
A
A
B」

水でしめす(仰)

2 3 

水にひたる 、

4 5 6 7 8 9 10 2 3 



D 4
水で冷やす(μ)

ω
水から
ーーする

-
水から上がる 、
揚げる(川)〔↓水揚げ〕

比
喰
層

ω
水のような
al-

-
水のような酒(M)

ω
水のように
||

-
水のように
冷たい(μ)

、〉d
ワムM
氏U〆

2
水のように
冷静な 、
落着いた(いん剖削)

3
水のように
静かな(山)

4
水のように澄んだ(M)

応用膚

|Lの水

1
〔天然の空間的状態〕
川(池 、
沼 、
湖 、
海など
)
の水

2
〔天然の時間的状態〕
春の水〔S春水〕
秋の水〔皐秋水
n竺二

尺の秋水〕

3
〔容器中の状態〕
瓶(コップ 、
びん
)
の水

4
〔特定用途下の状態〕
酔いざめの水 、
末期の水 、
手向けの水

対
比
層

1
水と油(口)

aaτ
 

水と火〔水火も辞せず剖〕
4告

火と水〔たとえ火の
中水の
中川〕

血と水〔血は水よりも濃いMMMMM〕

-A
 

湯と水〔湯水のように
使う剖〕

E 

名詞の意味の記述法について

F 2 3 4 5 

乙こにあげたものはーのほかは、
このように「XとY」
形で用いる

ことはなく 、
〔
〕
内の慣用句で用いられるのを便宜上ζう示した 。

G 

価
値
層

ω
プ
ラ
ス
価
値

1
〔生命をささえるもの〕
潜在庖の
「うるおい」
「しめり」
結

、
ハU

AU
〆

合層の「みずみずしい」
など 。

EM)

〔汚れを洗い落とすもの〕
潜在一層の「すすぐ」(μMM)

結合厨の「玉水」(μ)

若k( 4幻) 、
死に水一山)

yf
A
A」

f
A」

2 3 
〔美しいもの〕

4
〔神聖・
厳粛なもの〕

間
マ
イ
ナ
ス
価
値・

1
〔溺れさす〕
入水 、
身投げ 、
水責め 、
水攻め(州)

2
〔ぐじゃぐじゃにする〕
水びたし 、
水につく 、
しめっ
ぽい 、

湿気る(仰)

〔冷えさせる〕

3 

水をさす(M)

水くさい 、
水を割る 、
水っ
ぽい

お)

H 4
〔味をなくす〕

結
合
層

ω
和語との結合

1
〔水+名詞〕
水音(引) 、
水気(仰) 、
水煙(MM) 、
水玉(M) 、

水虫(仰) 、
水心〔a
水泳の心得(川)b
魚心あれば水心(川)] 、
水車

(印) 、
水田(削) 、
水瓶(M) 、
水鏡(日) 、

2
〔水+動罰則〕
水割り(川) 、
水洗い(

払) 、
水盛り(日) 、
水場

げ〔a↓水揚げ量(川) 、
b
水揚げ科(?) 、c↓水揚げがいい(凶)]
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I 
水保ち〔がいい〕
(仰)、
水切り〔がいい〕
(仰)、
水はけ〔がいい〕

(引)、
水じまい〔がいい〕
(引)、
水たまり(
M
M)、
水争い(
仰)

、
ttE
，

、
'

cO
〆

、
ハU

喝i
〆

、
『L
〆

3
〔名詞+水〕
玉水(し
と、

池水(
川
担、

雨水
訂
幻)、
塩水(
i)

、
nU

1品
向。
〆

、
nU
/

4
〔動詞+
水〕
湧き水(
M
Mい
と、
飲み水
訂
可

呼び水・迎え水

さそい
水(仙)、
死に水(
叫)、
逃げ水(
M)、

引き水〔をする〕
(
州

司，
}b
，

、
内υ
，

、
の3
叫HV
〆

M
U)、
もらい水〔をする〕
(川
と、

打ち水〔をする〕
(
M
M)

5
〔形容詞+
水〕
若水(
凶)、
大水〔S洪水〕

、nUAU〆

〔田区語〕
みずみずし 、一 12一
しf
A
A」

7
〔水+
接尾語〕
水っ
ぽい(M)、
水くさい(
川)

ω
漢語との
結合

、
ft
p
D
〆

、
、，a
A“z
J

、・
》
2J
TA
J

-
〔水+名詞〕
水芸(しU
M
T
水牢(いん
担、
水商売(
川
川
剖)、
水

鉄砲(
Mc
m)、

水行政(
Mc
m)、

水資源(
仰)

関連層

1
集合状態
〈静的〉涼 、
池 、
沼 、
沢 、
湖 、
湖 、
海 、
水たまり、

たまり
〈動的〉川 、
河 、
瀬 、
流れ 、
海

2
微小状態
露 、
務

3
落下状態
雨 、
滝 、
水滴 、
したたり

4
自然環境状態
浦 、
浜 、
潟 、
入江 、
湾、
律、
磯、
洲、
岸、
崎、

岬、
島、
汀、
渚 、
ほとり

5
建造環境状態
溝 、
渠 、
水路 、
運河 、
水道 、
疏水、
港 、
プl

ル 、
クリーク 、
インクライン

一夜、
唾、
誕、
汗、
尿

6 

生
体
発
生
状
態

汁、
波、
酒 、
ジュ
ース

7
人造物状態

J

潜
在
膚

-
〈静〉たまる 、
淀む 、
たたえる

2
〈動〉流れる 、
漂う 、
滴る 、
垂れる 、
湧く 、
波 、
うねり

3
〈立日〉せせらぎ

4
〈水気のある状態〉うるおう 、
しめる 、
観気る 、
しめっ
ぽい

5
〈水K関する行為〉飲む 、
注ぐ 、
すすぐ 、
くぐる 、
もぐる

6
〈水に対する行為〉身投げ

E
変異層
「み」
に関する情報

みお〔↓みおっくして
みくまり、
みなわ 、
みなれさお 、
みなと 、

みなもと 、
みなかみ 、
みなも、
みなそζ 、
みなまた 、
いずみ
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結

び

右のサンプルは至って不完全なものだが 、
名詞の怠味を一
つの構

造模型として記述する試みの一
例として示した 。
基本語とい
Jれる

ような数百程度の語について 、
このような記述をしてみたら 、
意味

の記述という学問的目的のほかに 、
用法を知るための実用辞書とし

て 、
ととのほか役立つものになると信ずる 。

私のこの考えが時枝先生のお考えにつながるものかどうか 、
危ぶ

まれるが 、
私は、
言語をダイナミックな現象としてとらえる乙とを

先生から教わっ
たつもりである 。
ζとばの意味をダイナミックな展

開の姿でとらえようと怠図する乙の小論を 、
先生の箆前にささげる

ζとを 、
私は恥としない 。

||国立国語研究所第四研究部長
li


